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東
日
本
大
震
災
の
年
の
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し

て
早
５
年
、
骨
寺
村
荘
園
交
流
館
「
若
神
子
亭
」

で
、
日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
７
月
３
日
（
日
）

「
創
業
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

毎
年
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
餅
つ
き
の
実
演

＆
お
振
舞
い
、
産
直
品
の
百
円
市
、
お
食
事
の
割

引
に
加
え
、
今
回
の
目
玉
企
画
と
し
て
、
市
内
中

里
の
佐
々
木
牧
場
さ
ん
の
協
力
で
、
荘
園
内
を
馬

車
に
乗
っ
て
の
周
遊
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

蹄
の
音
を
聞
き
な
が
ら
荘
園
の
風
を
感
じ
る

一
周
約
３
０
分
の
ゆ
っ
た
り
し
た
コ
ー
ス
に
、
搭

乗
し
た
お
客
さ
ん
か
ら
は
「
良
か
っ
た
よ
～
♪
」

の
声
が
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。 

幸
い
天
気
も
持
ち
こ
た
え
て
く
れ
て
、
笑
顔
の

溢
れ
る
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
２５
年
の
４
月
６
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
骨

寺
村
荘
園
交
流
館
の
展
示
棟
が
、
お
か
げ
さ
ま
で

８
月
５
日
（
金
）
に
、
来
館
者
数
５
万
人
を
達
成

い
た
し
ま
し
た
。 

記
念
す
べ
き
５
万
人
目
と
な
っ
た
、
宮
城
県
栗

原
市
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、
小
笹
裕
登
さ
ん
雅

斗
君
親
子
に
は
、
交
流
館
の
五
十
嵐
館
長
か
ら
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

６
月
２４
日
（
金
）
に
開
催

さ
れ
た
「
骨
寺
村
荘
園
で
ホ

タ
ル
を
見
る
会
」
は
雨
雲
と

の
競
争
に
な
り
ま
し
た
が
、

鑑
賞
に
先
立
っ
た
講
演
に

は
、
県
の
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
千
田
典
文
氏
を
お
迎
え

し
、
ホ
タ
ル
の
生
態
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

現
地
で
は
、
予
想
以
上
の
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
の
群
舞
を
鑑
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

６
月
１９
日
（
日
）、
「
骨
寺
村
ガ
イ
ダ
ン
ス
運
営
協
議

会
」
の
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
佐
藤
春
吉
前
会
長
の

逝
去
に
伴
う
役
員
改
選
で
、
新
会
長
に
佐
藤
光
雄
氏
が
、

副
会
長
に
髙
橋
博
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

７
月
２５
日
（
月
）
骨
寺
村
荘
園
米
研
究
会

の
平
成
２８
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
今

後
の
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て
決
意
を
新
た

に
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
ク
マ
の
目
撃
情
報

が
例
年
以
上
に
多
数
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
朝
晩
の
農
作

業
、
山
林
近
く
へ
の
立
入
り
に

は
特
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 


